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広報こうさ　R8.4

人のうごき（２月28日現在）

総人口

　9，716人　男 4,669人／女 5,047人
前月比

　ー10人　　　　　男 －４／女 －６
　○出生　　 ４人 　○死亡　　15人
　○転入　　18人 　○転出　　15人

総世帯数

　４，373世帯　　前月比　－４

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月の表紙は、甲佐町特産品
ブランド「こうさんもん」認
定品・高田精肉店の「にらメ
ンコ。」。店舗にお邪魔して揚
げたてのところを撮影させて
もらいました。本年度は新規
１件、更新６件とさらにパ
ワーアップした「こうさんも
ん」。皆さんもぜひチェック
してみてくださいね。
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●お問い合わせ先　町企画課　☎096-234-1115
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▲県央広域本部の松田土木部長（左）に要望書を手渡す甲斐会長

　大阪市で２月21日（土）に開催された「くまモン
ファン感謝祭2026inOSAKA」に本町と御船町の観
光 PRコラボブースを出展しました。観光資源や特産
品など本町の魅力を発信するため、パンフレットなど
を配布。町公式 Instagram をフォローした限定200
人には、特典でお米やエコバッグなどのノベルティを
贈呈し、会場は終日にぎわいを見せました。

大阪市で甲佐の魅力をPR
くまモンファン感謝祭に出展

　一般県道三本松甲佐線道路整備促進期成会（甲斐高
士会長）が２月27日（金）、県道三本松甲佐線を管理
する県に対し、令和７年度における道路整備の要望活
動を行いました。甲斐会長は「豪雨により甚大な被害
を受けた。地域住民が安全・安心に暮らせる未来を築
くため、被災地域の一日も早い復旧と、要望箇所の早
期の整備完了に向け取り組んでほしい」と述べ、県央
広域本部の松田龍朋土木部長に要望書を手渡しました。

三本松甲佐線の早期整備を要望
一般県道三本松甲佐線道路整備促進期成会

こうさ の 話題

▲来場者に本町の観光地や特産品などを紹介するブース

▲タイミング良くボールをラケットに当てる練習をする参加者

　３月14日（土）、熊本甲佐総合運動公園で「テニス
教室」が開催され、町民など44人が参加しました。
参加者は、講師の町ソフトテニス協会や郡テニス協会、
肥後銀行の職員の指導のもと、ボールを追いかけ汗を
流しました。親子で参加した美濃田紗良さん（龍野小
１年）は、「初めてやったけど、ボールが当たったと
きは楽しかったです」と笑顔で話しました。

ボールを打つ楽しさを体験
テニス教室を開催

商店街に春を告げる市開催
第355回甲佐町初市

　甲佐の春の風物詩、第355回甲佐町初市が３月８日
（日）、町商店街で開催されました。
　歩行者天国となった通りには花木などの植木市、た
こ焼きや焼きそばなどの露店が並び、来場者でにぎわ
いました。
　町商工会による豚汁やぜんざい、ポップコーンの販
売や、お米すくいチャレンジなどの催しがあり、子ど
もから大人まで多くの人が楽しみました。

▲町商工会のブースや露店などでにぎわう町商店街
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▲甲斐町長と協定書を取り交わしたウエダホームの松本社長（上）　
とみらいコンシェルジュの山浦社長

こうさの旬な情報を発信！

活気ある公民館を目指して
第29回甲佐町公民館大会を開催
　第29回甲佐町公民館大会が３月14日（土）、町生
涯学習センターで開催され、町民など75人が参加し
ました。
　『「人が集う」「人に学ぶ」「人と人を結ぶ」社会を目
指して』を大会テーマとし、町公民館主催講座の相撲
甚句による力強い歌で開幕。町公民館事務局による令
和７年度の出前講座実績報告では、各地区で取り組む
講座の事例や活動内容が報告されました。
　講演会では講師の山鹿市立三岳地区公民館指導員の
吉田寛子さんが『「子どもを元気に！地域を元気に！」
～思いを行動へ、そして実現へ～」と題して講演。地
域が一体となり、ふるさとを大切にする子どもを育む
取り組みに力を入れている三岳地区公民館の活動をス
ライドで紹介。地域住民の協力で行う稲作「ふれあい
田」や公民館での２泊３日の集団宿泊「ふるさと合
宿」などの活動を通じ、「子どもたちの笑顔があふれ
ることで地域も活気づきます。そんな活動をこれから
も続けていきたい」と参加者に伝えました。▲相撲甚句の勇壮な歌でオープニング（上）。講演会では講師の吉田

寛子さんが三岳地区公民館の特色ある活動を紹介

　本町は３月12日（木）、ウエダホーム（松本康男社
長・御船町）、みらいコンシェルジュ（山浦章太社長・
熊本市）とそれぞれ連携協定を締結しました。
　同協定は、相互に連携、協力することで、地域の課
題解決やまちづくりの推進に資することが目的。ウエ
ダホームは、西寒野にある野球の屋内練習場と寮、ア
パートを購入予定で、宿泊施設としての活用を目指し
ています。甲斐町長は「来町者が宿泊する場所がない
ことが課題だった。一緒に解決していきたい」と話し、
松本社長は「多くの方に利用してもらうため町の知恵
と協力を仰ぎたい」と述べました。
　みらいコンシェルジュは、同社子会社が空き家等の
活用につなげる相談を受ける「甲佐町不動産相談所」
を町商店街にオープン。町内に賃貸住宅を建設し、宅
地開発も検討しています。山浦社長は「熊本市内から
のアクセスの良さは魅力。自然環境も素晴らしい。町
の商店街での新たな取り組みを含め、チャレンジする
姿勢に共感した」と話しました。

課題解決に向け相互協力
２社と連携協定を締結
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　４月４日（土）は町フィットネスセンターの創立記念
日です。町民の皆さまへの感謝を込め、当日から10日
（金）まで無料開放いたします（お一人様１回限り）。当
施設には健康・保健分野の専門職が常駐しており、お一
人お一人の体力や目的に合わせた運動指導を行っており

ます。リハビリテーションを目
的としたご利用も大歓迎です。
　さらに、４月４日にご来館い
ただいた方には、特典として「陽
気カードポイント」を５ポイン
ト付与いたします。皆さまの心
身の健康づくりを専門スタッフ
が全力でサポートいたします。

【営業時間の変更について】
　４月から火・水・金・土曜日の営業時間を午後８時ま
でに変更しました。営業時間は下記の通りです。
　ご利用の皆さまには、ご理解とご協力いただきますよ
うお願いします。
●４月からの営業時間
　火・水・金・土曜日（祝日除く）　午前10時～午後８時
　木曜日　午前10時～午後９時
　日曜日および祝日　午前10時～午後５時
　月曜日　休館日
●お問い合わせ先
　町フィットネスセンター（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

Health
坂本 美保 さん
( 保健師 )健康だより

年に1回 健康診断を受けましょう

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

４日は感謝の日～無料開放ウイーク開催

今月の紹介者

　新しい年度がスタートしました。皆さん、昨年度は
「健康診断」を受けましたか？受けた方も受けなかった
方も、本年度はぜひ「健康診断」を受けましょう。
● 健診で分かること
　健康診断の中には、「特定健診」や「後期高齢者健
診」などと呼ばれる健診と、「がん検診」があります。
①「特定健診」「若者健診」「後期高齢者健診」
　内容＝体格検査、血液検査、血圧測定、尿検査、心電
図検査、医師の診察など
②がん検診（年齢によって受診できる項目が限られます）
　内容＝肺がん検診、大腸がん検診、胃がん検診、子宮
頸
けい

がん検診、乳がん検診、腹部超音波検診、前立腺がん
検診、肝炎ウイルス検査など
　健診結果で分かることは、血液検査等のそれぞれの値
や、がん検診等でがんを疑う所見などがあるかどうか、
ということです。「要再検査」や「要精密検査」「要治
療」の指示があれば、必ず医療機関を受診し、必要な治
療や定期的な検査を受ける必要があります。
● 健診を受けることの意義
　健診結果で、「要精密検査」や「要治療」の文字がな
いと、ホッとすることと思いますが、健診を受けること
の意義はそれだけではありません。健診を受けることで、
今後の病気のリスクや、病気の発症を抑えるために今で
きる生活習慣改善について、知ることができます。
　私たち保健師や栄養士、医療機関の医師や看護師等は、
血液検査や血圧、BMI（体格指数）や腹囲などの結果か

ら、特に脳・心臓・腎臓の血管の動脈硬化が原因となっ
て起こる病気のリスクを考え、どうすればその病気を予
防できるのか、一緒に考えたいと思っています。
　町の健診を受けていただいた方には、皆様に対面で保
健・栄養指導を実施し、健診結果についてお話をさせて
いただく機会を設けています。
● 令和８年度の健康診断のお知らせ
○７月集団健診の対象者
・20～39歳の方→国保に加入している方と、社保の方
で職場等で健診を受ける機会がない方
・40歳以上の方→国保に加入している方など
○８月集団健診の対象者
・後期高齢者医療保険に加入している方
・７月集団健診の対象者で、７月に受診できなかった方
○12月がん検診の対象者
・20歳以上の女性、40歳以上の男性
　健診対象者がいる全世帯へ「健診希望調査票」を郵送
していますので、各健診・検診の詳細はこちらをご確認
ください。申込期限は４月20日（月）です。郵送また
は町公式ウェブサイトからお申し込みができますので、
期限内のお申し込みへのご協力をお願いします。
　年に１回、健康診断を受けて、本年度も１年間、健康
に過ごしていきましょう。 
●お問い合わせ先
　町健康推進課（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師
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月　日 当番医 電話番号

４月12日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

５月10日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどでご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

３日（金） 　開所日　身体測定（身長・体重）

６日（月） 　お散歩

８日（水） 　手型・足型

10日（金） 　ブロック遊び

13日（月） 　親子で読書

15日（水） 　おやつ作り（要予約）

17日（金） 　鯉のぼり作り

20日（月） 　タオル遊び

22日（水） 　園庭遊び

24日（金） 　製作

27日（月） 　ふれあい遊び
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　４月16日（木）　午前10時

　　５月21日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　４月16日（木）　午前9時30分

　　５月21日（木）　午前9時30分

　 １１か月児健診

　４月16日（木）　午前９時

　５月21日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　５月12日（火）　午後１時10分

　 すくすく２歳児子育て相談

　４月17日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　５月12日（火）　午後１時20分

４月・５月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　４月の子育て支援カレンダー ●４月・５月の町内休日当番医

●４月・５月の町内休日当番薬局

月　日 当番薬局 電話番号

４月12日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

５月10日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。

　これまで各町で実施されてきた休日当番医は、４月か
ら上益城郡内３か所で実施されることになりました。
　郡内の当番医については、15㌻のイベントカレンダー
をご覧になるか、熊本日日新聞の当番医一覧や上益城医
師会ホームページ、町公式ウェブサイトなどでご確認く
ださい。

▶休日当番医が広域化されました

広報 こうさ ちゃん（1歳）
　お父さんの名前　
　お母さんの名前　（〇〇区）

　1歳になりました！
　　　　みーんな大好きだよ！

今回はご応募がありませんでした。

見本のように、お子さんの写真と
メッセージを掲載します。

引き続き、みなさんからの
ご応募をお待ちしています！

見本

11 広報 こうさ 2026.4



■
入
園
・
入
学
・
進
級
お
め
で
と
う 

　

ご
ざ
い
ま
す

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
「
利

用
者
カ
ー
ド
」
は
、
小
学
一
年
生
以
上
で

お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
発
行
し
て
い

ま
す
。
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
自
分

の
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん

本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
今
月
は
新
入
学

の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の
本
の
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
学
校
の
こ
と
が
わ
か
る

本
や
、
楽
し
い
物
語
の
絵
本
を
た
く
さ
ん

紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
甲
佐
町
出
身

の
児
童
文
学
作
家
・
丘
修
三
さ
ん
の
「
い

ち
ね
ん
せ
い
の
は
る
・
な
つ
・
あ
き
・
ふ

ゆ
」
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
0
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

手
袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内

容
で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

4
月
9
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
町
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
・
図
書
室
内
）

うつわの上の、ほかほか一口サイズごは
ん。食べちゃおう。パクッ！ページをめ
くり、文を読めば自然と赤ちゃんに語り
かける形になります。巻末には「語りか
けちょこっとヒント」もあって、親子で
ステキな時間を楽しめる絵本です。

大正 13年、宗教哲学者・柳宗悦の家に、
陶芸家の河井寛次郎と濱田庄司が来訪。
意気投合した男たちは小道具市を巡り
…。新たな美「民藝」の世界を切り開い
た人々の情熱と輝きの日々を描いた、読
み応えのある一冊です。

多才な活躍で世界中をおどろかせ、みん
なに元気を与える野球界のヒーロー、大
谷翔平。何よりも野球が大好きだった大
谷少年がどのようにして世界的なスター
になったのか？その歩みをたどり、記録
を更新し続ける強さに迫ります。

警察官として、父親として、守るべき正
義はどこにあるのか。警察組織と家庭内
に問題を抱える阿玉清治の正義とは…。
熊本県在住の著者が熊本を舞台に描い
た、心揺さぶる警察ミステリ×家族小説。
第 4回警察小説新人賞受賞作です。

スマホやパソコン、テレビなど便利な機
械の中で、頭脳のような働きをしている
半導体。その仕組み、半導体の誕生によ
る電化製品の進化、半導体の今と未来を、
多くのイラストや、写真とともにわかり
やすく紹介しています。

小説 児童書

カフェーの帰り道
嶋津 輝 著／東京創元社

語りかけ絵本　ごはん
こが ようこ 文・絵／大日本図書

グロリアソサエテ
朝井 まかて 著／ KADOKAWA

沈黙と爆弾
　吉良 信吾 著／小学館

大谷翔平　夢にフルスイング
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ ･ ﾊﾞｯｸﾘｰ ･ ｼﾞｭﾆｱ 著 児島 修 訳／ポプラ社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

流
は や

行りに乗り切れない、長
のどか

閑な「カフェ
ー西行」。女給たちは朗らかに働き、何
気ない日常を大切に生きた。時代を映す
鏡であった仕事「女給」を通し、大正か
ら昭和を生きた市井の女性たちの人生を
描き出す。第 174回直木賞受賞作です。

  

図
書
室

行
こ
う
へ

▲町図書室カウンター前にお目見えした新
入学の皆さんにおすすめの本のコーナー

図解　くらしを支える半導体
藤本 邦昭 監修／金の星社
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■
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
26
本
貸
し
出
し
中

　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
新
し
く
購
入
し
た
人
権
啓

発
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
区
・
企
業
・
個

人
・
学
校
な
ど
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
「
テ
ィ
ー
ン
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
室
」
〜

い
つ
も
心
に
情
報
モ
ラ
ル
を
〜
１
巻
・
２
巻

（
令
和
６
年
作
品
、
各
24
分
）

　

多
く
の
中
学
生
、
高
校
生
が
ス
マ
ホ
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
情

報
の
発
信
や
収
集
な
ど
が
手
軽
に
で
き
て
、

便
利
で
あ
る
一
方
で
、
使
い
方
を
誤
る
と
友

人
と
の
関
係
に
問
題
が
生
じ
た
り
、
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
誤
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
生
徒

た
ち
の
事
例
を
、
ド
ラ
マ
形
式
で
描
い
て
い

ま
す
。
１
巻
で
は
『
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
』『
出
会
い

の
危
険
』、
２
巻
で
は
『
迷
惑
動
画
』『
闇
バ

イ
ト
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
実
際
の
事
例
を
も
と
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
危
険
が
潜
ん
で
い

る
の
か
、
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
作
品
を
含
め
、
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
で
は
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
26

本
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

 

自
分
の
周
り
の
人
た
ち
の
「
人
権
」、
自

分
の
「
人
権
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て

み
る
き
っ
か
け
に
、
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活

用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼「ティーンのためのＳＮＳ教室」ＤＶＤ

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル  

中
高
生
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ
　「公民館自主講座学習発表会」
　●日　　時　４月 18日（土）午前９時 30分～
　●場　　所　町生涯学習センター・ギャラリーモール
　　新しいことを始めたい方、趣味を見つけたい方にぜひご覧
       いただきたい発表会です。お友達などお誘いあわせのうえ
       ご来場ください。

community learning center

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▶お問い合わせ先　
　町人権教育推進協議会 (町社会教育課 )
　☎096-234-2447

　町公民館では４月18日（土）、町生涯学習センター・
ホールおよびギャラリーモールにて、公民館自主講座学習
発表会を開催します。
　ステージ発表では、大正琴、朗読教室、フラダンス、ひ
まわりダンス、オカリナ、社交ダンス、アコースティック
ギター、レクレーションダンス、相撲甚句、キッズダンス、
町民コーラスの各団体が日頃の練習成果を披露。ギャラ
リーモール展示では、パッチワーク、水彩画、書道、ペン
字教室、木工教室、スカーレット英語教室が受講者の自慢
の作品などを展示します。
　新しいことを始めたい方、趣味を見つけたい方にぜひご
覧いただきたい発表会です。お友達やご近所のみなさんお
誘いあわせのうえご来場ください。
▶日時：４月18日（土）午前９時30分～
▶会場：町生涯学習センター

町公民館主催
公民館自主講座学習発表会を開催します

▲昨年の公民館自主講座学習発表会での町民コーラスの発表
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３
月
１
日
（
日
）、卒
業
式
を
執
り
行
い
、

21
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
へ
向
け
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
先
立
ち
、
２
月
27
日
（
金
）

の
放
課
後
に
、
在
校
生
が
３
年
生
の
各
教

室
で
黒
板
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
美

術
部
を
中
心
に
多
く
の
生
徒
有
志
が
参
加

し
ま
し
た
。
普
通
科
１
組
、
福
祉
教
養
コ

ー
ス
２
組
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
３
組
そ
れ

ぞ
れ
の
担
任
や
生
徒
に
ち
な
ん
だ
内
容
を

取
り
入
れ
、
各
ク
ラ
ス
の
特
色
を
表
し
た

作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
在
校
生
代
表
に
よ
る
送
辞
、

卒
業
生
代
表
に
よ
る
答
辞
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
学
校
生
活
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

感
謝
の
言
葉
や
今
後
の
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
生
徒
会
の
生
徒
が
体

育
館
２
階
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
祝

福
し
、
卒
業
生
は
そ
の
中
を
退
場
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
来
賓
の
皆
さ
ま
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
式
…
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す

在
校
生
が
黒
板
ア
ー
ト
で
送
り
出
す

▲卒業証書を授与される卒業生（上左）と黒板アート
を制作する在校生（上右）。フラワーシャワーに祝
福されながら退場する卒業生ら（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol.37   県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
の
動
画
作
成
ア
プ
リ

初
心
者
向
け
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

Town Development
甲佐のまちづくり

　

２
月
26
日
（
木
）、
町
企
業
等
応
援

施
設
「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」
サ
ロ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
「
魅
せ
る
！
動
画
作
成
講

座C
apC

ut

編
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
で
簡
単
に
動
画
編
集

が
で
き
る
無
料
ア
プ
リ
「C

apC
ut

」

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
た
い
人
や
動
画
作
成
初
心
者

で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
基
礎
知
識

な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
、
同
施
設
が
主

催
。
参
加
者
は
編
集
の
基
本
的
な
流

れ
や
考
え
方
、
動
画
の
カ
ッ
ト
や
ト

リ
ミ
ン
グ
な
ど
の
編
集
ツ
ー
ル
の
特

徴
と
選
び
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
効
果
音
な

ど
の
素
材
を
使
い
、
実
際
に
動
画
を

作
成
す
る
体
験
も
行
い
、
初
め
て
作

成
さ
れ
る
方
も
楽
し
く
ご
参
加
い
た

だ
け
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
に
生
か
せ

る
内
容
で
し
た
」「
自
分
で
撮
っ
た
写

真
を
活
用
し
た
ら
面
白
い
と
思
う
の

で
さ
っ
そ
く
家
に
帰
っ
て
試
し
て
み

ま
す
！
」「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
の
講
座
に

い
つ
も
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

▲「CapCut 講座」で動画作成を学ぶ受講生
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　　※ イベント等はやむを得ず中止・延期になる場合があります。
　　※ 休日当番医は変更になる場合がありますので、最新情報は上益城郡医師会ホームページなどでご確認ください。

R8.4 イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
3/29

　  休日当番医
・小屋迫医院
 ☎096-234-0165

 

3/30

 口座振替日
 （町税務課）
 
 

3/31

 納期限
 夜間窓口　　　
 （町税務課）
 
 

１ ２

 行政区配達 
 （町総務課）
 消費生活相談
 （町福祉課）

３

 春の交通安全運動
 出発式
 （町危機管理防災課）

４

 

５
　  休日当番医
・伴クリニック
　（山都町）
 ☎0967-72-0029
・牟田内科医院
　（御船町）
 ☎096-282-0216
・あおい皮ふ科
　（益城町）
 ☎096-288-6028

６

 

７ ８

 甲佐高校入学式

９

 消費生活相談
 （町福祉課）
 小・中学校入学式

 

10

 

11

 

12
　  休日当番医
・小屋迫医院
 ☎096-234-0165
・のざき消化器 IBD
　ｸﾘﾆｯｸ（益城町）
 ☎096-285-3373
・熊本回生会病院
　（嘉島町）
 ☎096-237-1133

13

 法律・人権・行政相談
 心配ごと相談 
 （町福祉課 )
   

14 15

 行政区配達 
 （町総務課）
 認知症について
 の相談会 
 （町福祉課）

16

 消費生活相談
 （町福祉課）

 ４か月・７か月・
 11ヶ月児健診
 （町健康推進課）

17

 すくすく２歳児
 子育て相談
 （町健康推進課）

18

 町公民館自主講座
 発表会
 （町社会教育課）

19
　  休日当番医
・大久保耳鼻咽喉科
　（御船町）
 ☎096-282-3900
・かずゆき目の
　クリニック（嘉島町）
 ☎096-235-7777
・おがた整形外科
　（益城町）
 ☎096-289-3301

20

 健診希望調査票
 提出期限
 （町健康推進課）

21

 

22

 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

23

 消費生活相談
 （町福祉課）

 

24 25

 

26
　  休日当番医
・瀬戸病院（山都町）
 ☎0967-75-0111
・ましきクリニック
　（益城町）
 ☎096-287-8733
・からしま小児科
　（嘉島町）
 ☎096-235-6333

27 28

 口座振替日
 （町税務課）

29

 「緑川の日2026」
 の一斉清掃
 （町環境衛生課）

30

 納期限
 夜間窓口 
 （町税務課）
 消費生活相談
 （町福祉課）

5/1
 
 行政区配達 
 （町総務課）

5/2
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町からのお知らせ

本
年
度
の
健
診
申
し
込
み
は
４
月
20
日
（
月
）
ま
で

　

町
で
は
、
令
和
８
年
度
の
健
診
・
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
各
健
診
の
詳
細
は
次
の
通
り

で
す
。

　

各
健
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
４
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
「
健
診
希
望
調
査
票
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
節
目
健
診

●
期
間　

６
月
〜
12
月

●
場
所　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー
、
高
野
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
35

　

歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

　

を
迎
え
る
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▼
特
定
健
診
・
若
者
健
診
・
が
ん
検
診

　
（
７
月
集
団
健
診
）

●
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
〜
６
日
（
月
）

●
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

20
歳
〜
74
歳
の
町
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者
、
40
歳
〜
74
歳
の
社
会
保
険

　

被
扶
養
者
等

▼
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診

　
（
８
月
集
団
健
診
）

●
期
間　

８
月
20
日
（
木
）
〜
24
日
（
月
）

●
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者　

▼
が
ん
検
診
（
12
月
集
団
検
診
）

●
期
間　

11
月
27
日
（
金
）
〜
12
月
１
日
（
火
）

●
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40
歳

　

以
上
の
男
性

　

健
診
・
検
診
の
詳
細
は
、
各
世
帯
に
郵
送

す
る
「
甲
佐
町
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
町
住
民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
個
別
健
診

　

本
年
度
も
個
別
健
診
を
行
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
な
ど
の
指
定
医
療
機
関
で
特
定
健

診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

集
団
健
診
期
間
に
受
診
が
で
き
な
い
方
は

個
別
健
診
で
自
分
の
身
体
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

※
前
年
度
は
９
月
１
日
〜
12
月
27
日
で
個
別

　

健
診
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
個
別

　

健
診
期
間
は
現
時
点
で
は
未
定
で
す
。
実

　

施
期
間
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

・
町
健
康
推
進
課

　
（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

産
前
産
後
の
４
か
月
間
は

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

●
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後

期
間
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
産
前
産
後
期
間
と
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
将
来
年
金
額
を
計
算
す

る
際
に
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
の

出
産
を
い
い
、
死
産
・
流
産
・
早
産
の
場
合

を
含
み
ま
す
。

※ 

平
成
31
年
４
月
以
降
の
保
険
料
が
免
除
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
免
除
対
象
と
な
る
方

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

※
任
意
加
入
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
届
け
出
先

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
（
区
）
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
届
け
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
書
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

（
区
）
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
提
出
可
能
で
す
。
早
め
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
届
け
出
に
必
要
な
書
類

・
出
産
前
に
届
け
出
す
る
場
合

　

母
子
健
康
手
帳
や
医
師
が
作
成
し
た
妊
娠

証
明
書
な
ど
、
出
産
予
定
日
お
よ
び
胎
児
数

が
確
認
で
き
る
も
の
（
い
ず
れ
か
一
つ
）。

・
出
産
後
に
届
け
出
す
る
場
合

　

町
で
出
産
日
等
が
確
認
で
き
る
場
合
は
不

要
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
は
、
医
師
や
助
産
師
が
作
成
し
た
出
生

証
明
書
な
ど
出
産
日
や
親
子
関
係
が
確
認
で

き
る
も
の
。

・ 

死
産
、
流
産
、
早
産
、
人
工
妊
娠
中
絶
に

伴
い
届
け
出
す
る
場
合

　

死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が
作
成

し
た
死
産
証
明
書
な
ど
、
分
娩
日
お
よ
び
胎

児
数
が
確
認
で
き
る
も
の
（
い
ず
れ
か
一
つ
）。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

・
町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

16広報 こうさ 2026.4



■ 

「
均
等
割
額
」
と
「
所
得
割
額
」
の

　
　

合
計
で
保
険
料
を
算
出
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
原
則
75
歳
以

上
の
人
（
65
〜
75
歳
未
満
の
人
で
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
人
は
申
請
に
よ
り
加
入
可
）
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
一
人
一
人
が
納
め
ま

す
。
１
人
当
た
り
の
保
険
料
額
は
、
被
保
険

者
全
員
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
個
人
の
所
得
に
応
じ
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
で
算
出
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
県
内
均
一
で
２
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
医
療
費
（
自
己
負
担
分
を
除
く
）

の
お
よ
そ
１
割
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
ま

す
（
お
よ
そ
５
割
は
公
費
＝
税
金
、
残
り
の

４
割
は
現
役
世
代
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
）。

■
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
が

　
　

本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
」
が
開
始
さ
れ
、
医
療

分
の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
支
援
金
を
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
制
度
は
、

す
べ
て
の
世
代
や
企
業
か
ら
支
援
金
を
拠
出

し
、
子
育
て
施
策
の
拡
充
に
充
て
る
も
の
で
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
支
え

る
制
度
で
す
。

■ 

令
和
８
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

所
得
が
低
い
人
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
世
帯
（
被
保
険
者
全
員
と
世
帯

主
）
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
で
判
定
し

ま
す
。

●
被
扶
養
者
軽
減
（
被
用
者
保
険
加
入
者
に

　

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減
）

　

制
度
加
入
の
月
か
ら
２
年
間
は
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
（
所
得
割
額
は
か
か

り
ま
せ
ん
）。

※
均
等
割
の
軽
減
判
定
に
つ
い
て
の
総
所
得

　

金
額
等
は
、
専
従
者
控
除
や
譲
渡
所
得
特

　

別
控
除
の
適
用
前
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　

年
金
所
得
に
つ
い
て
は
高
齢
者
特
別
控
除

　

15
万
円
を
控
除
し
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
を

　

４
月
か
ら
令
和
８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　

仮
徴
収
と
は
、
本
年
度
の
保
険
料
額
が
決

定
す
る
７
月
よ
り
前
に
、
仮
の
金
額
と
し
て

年
金
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
前
回
徴
収

し
た
保
険
料
額
を
基
準
と
し
て
、
４
・
６
・
８

月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴
収

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

仮
徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　

町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を

対
象
に
、
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療

を
受
け
る
場
合
に
利
用
で
き
る
治
療
券
（
１

人
当
た
り
１
０
０
０
円
の
５
枚
）
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、
町
住
民
生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
期
限

　

令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

均等割額

63,000 円
被保険者１人当たり

所得割額

×11.06％
総所得金額等（基礎控除後）

医療分
賦課限度額
85 万円

均等割額

1,400 円
被保険者１人当たり

所得割額

× 0.25％

子ども分
賦課限度額
２万 1,000 円

１
年
間
の
保
険
料総所得金額等（基礎控除後）

■ 令和８年度の保険料の計算方法

所得要件（令和７年中の世帯主および
世帯の被保険者の総所得金額等の合計）

減額
割合 区分

43万円+10万円×
（給与・年金所得者等の数 -1）以下となる世帯

7.2割軽減 医療分

７割 子ども分
43万円+31万円×世帯の被保険者数+10万円×
（給与・年金所得者等の数 -1）以下となる世帯 ５割 医療分

こども分
43万円+57万円×世帯の被保険者数+10万円×
（給与・年金所得者等の数 -1）以下となる世帯 ２割 医療分

子ども分
※「給与・年金所得者の数」とは給与収入が55万円超または年金収入が
　125万円超の人（65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の合計人数

■ 均等割額の軽減割合と対象世帯（令和８年度改正）
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お
知
ら
せ

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
軽
い
風
邪
症
状
か

ら
重
い
肺
炎
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
特

に
乳
児
期
早
期
（
生
後
数
週
間
〜
数
か
月

間
）
に
感
染
す
る
と
肺
炎
等
の
重
い
症
状

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期
接

種
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
妊

婦
さ
ん
が
接
種
す
る
こ
と
で
、
胎
盤
を
通

じ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
抗
体
を
移
行
さ
せ
、
生

後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

感
染
時
の
重
症
な
症
状
を
防
ぐ
目
的
が
あ

り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

妊
娠
28
週
〜
37
週
に
至
る
ま
で
の
妊
婦

▼
接
種
料
金

　

無
料

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
へ
個
別
に

通
知
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
者

① 

年
度
内
に
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、

90
、
95
、
100
歳
を
迎
え
る
方

② 

60
〜
64
歳
で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

※ 

令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
経
過
措
置

と
し
て
、
そ
の
年
度
に
65
、
70
、
75
、

80
、
85
、
90
、
95
、
100
歳
に
な
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

令
和
12
年
度
か
ら
は
、
①
の
対
象
者
は

65
歳
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
お
よ
び
接
種
料
金

・
生
ワ
ク
チ
ン
（
接
種
回
数
＝
１
回
）

　

３
５
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　
（
２
か
月
以
上
の
間
隔
を
空
け
２
回
接
種
）

　

１
回
当
た
り
９
０
０
０
円

▼
町
内
実
施
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
小
屋
迫
医
院

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・
谷
田
病
院

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
全
戸
配
布
文
書
や
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

町
で
は
、
甲
佐
町
内
に
住
ん
で
い
る
高

校
生
ま
た
は
甲
佐
高
校
生
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
路
線
バ
ス
の
通
学
用
定
期
券
を

購
入
す
る
際
に
５
割
（
千
円
未
満
の
端
数

切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
お
よ
び
期
間

・
甲
佐
町
に
住
所
を
有
し
、
高
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
で
、
利
用
期
間
が
令
和
８

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま

で
の
路
線
バ
ス
通
学
用
定
期
券

・
甲
佐
高
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
で
、

利
用
期
間
が
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
熊
本
バ
ス（
株
）

が
発
行
す
る
通
学
用
定
期
券

▼
申
請
方
法

　

在
校
生
は
高
校
が
発
行
し
た
在
学
証
明

書
、
新
入
生
は
合
格
証
書
、
受
検
票
な
ど

を
持
参
の
う
え
、
町
企
画
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
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❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
▼

路
線
バ
ス
の
高
校
生
通
学
用
定
期
券

補
助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
を
実
施
中
で
す

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
化
さ
れ
ま
し
た
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※ 

定
期
券
を
購
入
す
る
前
に
、
必
ず
町
へ

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
か
ら
交
付
決
定
、
定
期
券
購
入
な

ど
の
詳
し
い
流
れ
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
企
画
課
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
本
年
度
も
「
緑
川
の
日
一
斉
清
掃
」
で
、

緑
川
の
清
流
を
取
り
戻
し
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
美
化
活

動
を
行
い
、
活
動
を
通
じ
て
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
29
日
（
祝
）
午
前
８
時
〜
午
前
９
時

▼
清
掃
場
所

　
当
日
は
、
町
内
18
か
所
で
ご
み
袋
を
配
布

し
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
清
掃
場
所
・

ご
み
集
積
場
所
の
詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

くらしの情報

町税などの滞納処分（２月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差し押さえ件数 ３件

公 売 回 数 １回

公 売 件 数 11件

滞納処分関連収入 717,842円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
２月 年累計

人身事故 １ １

物損事故 １４ ２８

盗難など ０ ０

２月28日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数
２月 年累計

家 屋 ０ １

原 野 ０ ３

そ の 他 ０ ０

合計件数 ０ ４
3月15日現在

fire prevention

４
月
29
日
は
緑
川
の
日

一
斉
清
掃
に
ご
協
力
を
！

　株式会社シムファイブスが上益城郡御船町上野で
計画している「上益城地域におけるエネルギー回収
施設等設置事業　環境影響評価準備書」について、
次の通り公聴会を開催します。
※公聴会では、公述人の環境保全の見地からの意見
　をお聴きするのみで、県や事業者からの質疑応答
　は行いません。

● 日時
　５月13日（水）・14日（木）午前10時～午後７時

● 場所
・御船町スポーツセンター（御船町木倉1176-1）
・御船町カルチャーセンター（御船町木倉1168）
・益城町地域共生センター カタル
　　　　　　　　　　　　（益城町木山592番地）

※公述申し出の人数によっては、時間または場所を
　変更することがあります。また、公述申し出がな
　かった場合は、公聴会を開催しません。

● 公述の申し出に関する事項
　公聴会において意見を述べようとする方は、４月
30日（木）まで（必着）に、郵送、ファクス、電
子メールまたは電子申請のいずれかにより「公述申
出書」を記載し、公述の申し出を行ってください。
　詳しくは県ホームページをご覧ください。

▶お問い合わせ先
　県環境保全課
　☎096-333-2268

　県ホームページはこちら▶

県による公聴会が開催されます
【環境影響評価（環境アセスメント）】

町
内
在
住
の
高
校
生
向
け
（
右
）

甲
佐
高
校
生
向
け
（
左
）

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
▼

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
▼
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平
成
24
年
10
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障

害
者
虐
待
防
止
法
）」
は
、
虐
待
に
よ
っ

て
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
虐
待
を
受
け

た
障
が
い
者
や
養
護
者
へ
の
支
援
を
推
進

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
に
お
い
て
、
虐
待

の
早
期
発
見
の
た
め
、
虐
待
と
思
わ
れ
る

事
例
を
発
見
し
た
人
に
は
通
報
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
そ
の
通
報
・

届
け
出
の
窓
口
と
し
て
、
町
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
虐
待
の
種
類

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
身
体
障
が

い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達

障
が
い
を
含
む
）、
そ
の
他
心
身
の
機
能

の
障
が
い
が
あ
る
人
で
あ
っ
て
、
障
が
い

お
よ
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
、
継
続
的
に

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
る
方
へ
の
虐
待
を
、
次
の
３
種
類
に

分
け
て
い
ま
す
。

・
養
護
者
に
よ
る
虐
待

　

障
が
い
者
の
生
活
の
介
助
や
金
銭
管
理

な
ど
を
し
て
い
る
家
族
や
親
族
、
同
居
す

る
人
に
よ
る
虐
待

・
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待

　

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
職
員
に
よ
る

虐
待

・
使
用
者
に
よ
る
虐
待

　

障
が
い
者
が
従
事
す
る
事
業
所
の
雇
用

主
等
に
よ
る
虐
待

▼
虐
待
の
例

・
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、

本
人
の
同
意
や
必
要
性
な
く
部
屋
に
閉
じ

込
め
る
な
ど

・
性
的
虐
待
＝
性
的
暴
力
、
性
的
行
為
の

強
要
、
わ
い
せ
つ
な
話
を
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待
＝
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、

悪
口
を
言
う
、
無
視
を
す
る
な
ど

・
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
＝
十
分

な
食
事
を
与
え
な
い
、
必
要
な
医
療
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い
、
入
浴
や

着
替
え
、
掃
除
な
ど
の
介
助
を
怠
る
な
ど

・
経
済
的
虐
待
＝
年
金
や
賃
金
を
渡
さ
な

い
、
勝
手
に
財
産
を
処
分
す
る
な
ど

▼
相
談
・
通
報
・
届
出
等
の
窓
口

　

４
月
か
ら
通
報
先
が
変
わ
り
ま
し
た
。

問
題
の
深
刻
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
虐
待

を
い
ち
早
く
発
見
し
、
障
が
い
者
や
養
護

者
へ
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
町
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

通
報
の
際
は
「
障
が
い
者
虐
待
で
す
」
と

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
町
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
町
福
祉
課
内
）

・
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

・
夜
間
お
よ
び
休
日
の
相
談
先

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　

℻
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
９
６
４

※
24
時
間
３
６
５
日
対
応

※ 

相
談
や
通
報
・
届
け
出
を
し
た
人
の
情

報
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※ 

誤
報
だ
と
し
て
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

現
に
暴
行
が
あ
る
な
ど
緊
急
に
保
護
が

必
要
な
場
合
は
１
１
０
番
、
重
篤
な
傷

病
が
あ
る
場
合
は
１
１
９
番
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

昭
和
23
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
間
に
、

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
（
不

妊
手
術
等
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
、

身
体
や
心
に
大
き
な
苦
し
み
、
痛
み
を
受

け
た
方
々
に
補
償
金
等
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
者

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
や

人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
方
、
ま
た
は
配

偶
者
の
方

※
ご
遺
族
が
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま 

　

す
。
優
生
思
想
に
よ
ら
な
い
理
由
で
の 

　

手
術
は
除
き
ま
す
。

▼
請
求
期
限

　

令
和
12
年
１
月
16
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
５
２

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛

隊
の
幹
部
候
補
生
や
医
科
・
歯
科
幹
部
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
項
目
、
受

付
期
間
、
試
験
日
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
幹
部
候
補
生
（
第
２
回
）

◇
一
般
・
専
門
（
陸
）・
飛
行
（
海
空
）

▼
受
付
期
間　

４
月
22
日
〜
６
月
５
日

▼
試
験
日　

　

１
次
＝
６
月
13
日
・
14
日

※
14
日
は
海
の
飛
行
要
員
の
み

　

２
次
＝
７
月
25
日
〜
31
日

　

３
次
＝
海
９
月
３
日
〜
７
日

◇
歯
科
・
薬
剤

▼
受
付
期
間　

４
月
22
日
〜
６
月
５
日

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
▼

くらしの情報

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
例
を
発
見
し

た
人
に
は
通
報
義
務
が
あ
り
ま
す

お
知
ら
せ

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

補
償
金
等
制
度
の
相
談
・
請
求

自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
や

医
科
・
歯
科
幹
部
な
ど

募
集
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くらしの情報

▼
試
験
日　

　

１
次
＝
４
月
11
日

　

２
次
＝
６
月
１
日
〜
７
日

●
幹
部
候
補
曹
（
第
２
回
）

▼
受
付
期
間　

４
月
22
日
〜
６
月
５
日

▼
試
験
日

　

１
次
＝
６
月
13
日

　

２
次
＝
７
月
25
日
〜
31
日

●
医
科
・
歯
科
幹
部

▼
受
付
期
間　

〜
５
月
21
日

▼
試
験
日　

６
月
19
日

●
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

▼
受
付
期
間　

〜
５
月
15
日

▼
試
験
日　

陸
６
月
８
日
、
海
６
月
12
日

ま
た
は
15
日
、
空
６
月
15
日

●
技
術
曹

▼
受
付
期
間　

〜
５
月
15
日

▼
試
験
日　

陸
６
月
８
日
・
９
日
、
海
６

月
12
日
ま
た
は
15
日
、
空
６
月
15
日

●
自
衛
隊
奨
学
生　

▼
受
付
期
間　

６
月
２
日
〜
10
月
９
日

▼
試
験
日　

11
月
７
日
・
８
日

●
一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
期
間　

〜
５
月
７
日

▼
試
験
日　

　

１
次
＝
５
月
16
日
〜
24
日

　

２
次
＝
６
月
13
日
〜
28
日

●
自
衛
官
候
補
生

▼
受
付
期
間　

通
年

▼
試
験
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

宇
城
募
集
案
内
所

　

☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」

会

員

を

募

集

中
！

　　

県
警
は
、
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
等

の
安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を
図
る

た
め
、「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
の
登

録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
会
員
登
録
さ
れ
た
方
の
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
県
内
で
発
生
し
た
事

案
な
ど
の
情
報
を
そ
の
都
度
、
配
信
し
て

い
ま
す
。

   

主
な
内
容
は
①
声
か
け
事
案
、
不
審
者

事
案
、
つ
き
ま
と
い
事
案
等
の
犯
罪
の
前

兆
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
の
情
報
②

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
等
の
被
害
防

止
に
関
す
る
情
報
③
行
方
不
明
、
高
齢
者

等
の
手
配
、
迷
い
人
に
関
す
る
情
報
④
強

盗
等
の
凶
悪
犯
や
特
異
な
事
件
情
報
に
関

す
る
情
報
―
な
ど
で
す
。

　

詳
し
く
は
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　甲佐民具を学ぶ会は、熊本博物館で展示を行って
います。
　同会は、本町の民具を次世代に伝えていくため、
熊本県博物館ネットワークセンターのミュージアム
パートナーズクラブ（MPC）活動の一環として、
「甲佐町民俗資料館」（宮内地区社会教育センター
内）所蔵の民具の整理・調査・展示する団体です。
　同会の活動の紹介や町民俗資料館の収蔵品の展示
を行っていますので、多くの皆さんのご来場をお待
ちしています。
● 展示期間
　９月下旬まで（毎週月曜日休館）
● 場所
　熊本博物館（熊本市中央区古京町3-2）
▶お問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎096-234-2447

「甲佐民具を学ぶ会」熊本博物館で展示会を開催しています

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
仕
種 

広
田
み
ど
り

 

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

追
い
か
け
て
行
っ
て
み
た
い
な 

志
垣　
　

光

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

徹
子
さ
ん
さ
ぞ
淋
し
か
ろ 

平
井
や
よ
い

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

国
の
意
見
に
逆
ら
え
ん 

光
永　
　

六

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

仕
事
す
る
気
も
無
う
な
っ
た 

井
元
あ
ざ
み

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

最
後
に
写
真
撮
っ
と
い
た 

日
高　

美
里

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

逢
い
に
行
く
ま
で
待
っ
て
て
ね 

上
田　

梅
清

さ
よ
な
ら
パ
ン
ダ

　

四シ
セ
ン川
で
も
幸
せ
で
い
て 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

赤
星
延
子 

選

生
い
茂
げ
る
草
の
刈
ら
れ
し
野
辺
の
道

朝
の
散
歩
に
露
の
光
り
て 

池
田
キ
ヨ
子

「
り
く
り
ゅ
う
」
ペ
ア
ミ
ラ
ノ
沸
か
せ
た
熱
戦
を

一
喜
一
憂
固
唾
を
の
み
て 

吉
永
由
紀
子

退
屈
と
気
付
か
ぬ
日
々
の
暮
し
を
ば

幸
せ
と
思
う
齢
い
と
な
り
ぬ 
内
田
乃
武
子

　
連
日
の
感
動
く
れ
た
ミ
ラ
ノ
コ
ル
テ
ィ
ナ

メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
は
努
力
の
成
果 

緒
方　

明
美

雲
切
れ
て
赤
銅
の
月
現
れ
る

老
い
ひ
と
り
ま
だ
見
た
き
も
の
あ
り 

岡
部　

律
子

吹
き
留
り
芽
吹
く
緑
の
は
こ
べ
ら
に

小
さ
き
真
白
い
可
憐
な
花
の 

赤
星　

延
子

literary work
うたごよみ　～卯月～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

22広報 こうさ 2026.4



【作り方】
① 大根はちょっと大きめの乱切りにし
ます。
② 鍋に①の大根、砂糖、かつおだし、
水を入れて５～６分ほど中火にかけて
煮ます。
③ 大根の表面がうっすらと透明になっ
たら、サバ缶を汁ごと全部入れ、残り
の調味料もこの時に加えます。あとは、
落としぶたをして中火以下で20～30
分ほど煮込んだら出来上がりです。

春大根とサバ缶の煮物

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開
と
な
り
、

や
が
て
新
緑
の
季
節
。
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
競
り
落
と
し
た
我
が
家
の

木
々
も
芽
吹
い
て
き
ま
し
た
▼
２
月

か
ら
「
広
報
甲
佐
」
の
ス
タ
ッ
フ
に

加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
手
や

中
堅
職
員
が
担
っ
て
き
た
歴
代
広
報

マ
ン
の
中
で
、
恐
ら
く
最
高
齢
の

ル
ー
キ
ー
。
来
月
、
67
歳
に
な
り
ま

す
▼
42
年
間
勤
め
た
地
元
紙
を
昨
春

退
職
し
ま
し
た
が
、
再
び
媒
体
を
作

れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

取
材
で
出
た
の
は
３
月
号
の
表
紙
撮

影
時
く
ら
い
。
初
め
て
操
る
編
集
ソ

フ
ト
に
悪
戦
苦
闘
中
で
、
先
輩
方
に

助
け
ら
れ
る
日
々
で
す
▼
①
思
わ
ず

手
に
取
っ
て
読
み
た
く
な
る
②
タ
イ

ム
リ
ー
で
た
め
に
な
る
情
報
が
満
載

③
正
確
で
分
か
り
や
す
い
―
。
町
民

と
の
架
け
橋
で
あ
る
広
報
紙
は
そ
う

あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。    （
彦
）

　いまさらですが、生でも煮てもおいしいのが大根ですね。特にこの時季の春
大根はみずみずしく、ちょっと辛くて何ともいえません。
　そして大根といえば「ジアスターゼ」とよく知られていますが、解毒効果が
あるってご存じですか？その他にも数えきれないほどの効能があります。消化
不良、胃酸過多、二日酔い、せき、がん、胃潰瘍、胃炎、便秘などです。
　また、食物繊維やビタミンCも豊富ですが、皮の近くが特に多く栄養があ
るので、皮はむかずに食べましょう。

【材料】（２～３人分）
大根  ……………………… 1/2本
サバの水煮缶 ………………  １缶
水 …………………………1カップ
赤酒  …………………………50cc
濃い口しょうゆ  ……… 大さじ３
砂糖  …………………… 大さじ２
かつおだしの素  ……… 小さじ２

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひとの動き
２月11日（水）～３月10日（火）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・南　　俊博様　　愛知県
・本橋　　勝様　　千葉県
・奈良　顕彦様　　東京都
・三間　洋幸様　　静岡県
・野渡　寛介様　　東京都
　　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
芝　原 石山　　廉

れん

男 諒
岩　下 古閑　大

たいせい

晴 男 光
上早川 荒田　瑛

あきと

翔 男 尚　輝
横　田 西本　依

いちか

央 女 剛　大
ほか１人　

住　所 氏　名 年齢 世帯主
中横田 内田　義臣 91 英　臣
豊　内 塩地ヨシ子 93 ヨシ子
豊　内 鎌田　英一 86 慶　子
豊　内 赤星ユキヱ 103 ユキヱ
世　持 宮原マシ子 96 マシ子
早　川 大隈　佑一 78 八重子
下横田 北畑ミナエ 92 勇　一
早　川 髙田　康夫 89 陽　子
上早川 本田フヂ子 96 フヂ子
豊　内 古庄　　剛 92 和　明
下横田 本村　正照 95 正　照
芝　原 西山　美岬 38 美　岬
　　　　　　　　　　　　　ほか８人

　　　　　今月のご結婚　４件
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昨
年
11
月
の
終
わ
り
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た
青

木
美
都
さ
ん
（
48
）。「
甲
佐
町
は

熊
本
市
内
と
の
距
離
も
近
く
、
生

活
し
て
い
て
不
便
に
感
じ
る
こ
と

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
」
と

話
す
。

　

青
木
さ
ん
は
以
前
、
Ｊ
Ａ
が
運

営
す
る
地
産
地
消
の
食
材
を
使
っ

た
熊
本
市
の
飲
食
店
で
、
ホ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
た
。

２
年
半
の
勤
務
だ
っ
た
が
、
地
域

で
生
産
さ
れ
た
食
材
の
魅
力
を
来

店
者
に
伝
え
る
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
、「
地
元
の
い
い
も
の
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
い

う
。
そ
の
経
験
は
、
現
在
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

甲
佐
町
を
知
っ
た
き
っ
か
け

は
、
趣
味
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
。

町
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
「
コ
モ
ン
イ

ド
エ
」
に
よ
く
通
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
町
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

た
と
い
う
。
あ
る
日
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
広
告
を
見

つ
け
て
応
募
。
そ
の
過
程
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制
度
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、「
面
白
そ
う
だ

な
と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。

　

現
在
の
主
な
任
務
は
、
移
住
・

定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
た
町
の

広
報
活
動
だ
。
町
の
移
住
・
定
住

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
を
担
当
し
、

情
報
発
信
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
る
の
が
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

ア
「note

」。
町
内
移
住
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
を
掲
載

し
、
甲
佐
町
で
の
暮
ら
し
や
地
域

の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
事
執
筆
、

写
真
撮
影
は
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
分
野
で
、
最
初
は
不
安
も
あ
り

ま
し
た
」
と
青
木
さ
ん
。
そ
れ
で

も
「
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き

て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
頑
張
っ

て
い
け
そ
う
で
す
」
と
話
す
。

　

４
月
か
ら
の
新
年
度
に
は
、
あ

ゆ
み
学
舎
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
協
力
し
、
町
の
起
業
等
応
援
施

設
「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」
で
マ
ル
シ

ェ
の
開
催
を
企
画
。
あ
ゆ
み
学
舎

に
通
う
高
校
生
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
が

気
軽
に
集
ま
り
、
交
流
で
き
る
場

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
中
心
に
、
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
を
予
定

し
て
い
る
。「
地
域
の
人
た
ち
が

寄
り
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
楽
し
め

る
場
所
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
青
木
さ
ん
。
甲
佐
町
で

の
新
し
い
暮
ら
し
と
と
も
に
始
ま

っ
た
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
。「
こ

れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
る
。

。

人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

Kosa
Style
こうさ スタイル

アウトドアが大好きで、周りか
ら「ガチキャンパー」と呼ばれ
ている青木さん。カレースパイ
スを調合したり、果実のシロッ
プやアクセサリーを作ることも
好きとのこと。
まだまだ底知れない魅力がたく
さん詰まっていそうです。

コモンイドエキャンプ場で友人とキャンプを楽しむ青木さん

〔仁田子区〕

広
報
こ
う
さ

2026
A
pril
N
o.681

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行
　
　
甲
佐
町

発
行
人
　
甲
佐
町
長
 甲
斐
高
士

編
集
　
　
企
画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表
）

FA
X　
096-234-3964

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.kosa.lg.jp/

青木 美都さん
Mito　Aoki 
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